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Ⅰ．はじめに 

【ビジョン策定の趣旨】 

「まちづくり」とは，道路，公園，建物，上下水道といったハード面だけを捉

えがちですが，実はそこに暮らす私たちの生活を取り巻くあらゆる要素を含んだ

「くらしづくり」が「まちづくり」であると考えます。 

「まちづくり」の実現のためには，行政にお願いしなければ解決できないハー

ド面と，私たちのコミュニケーションでしか解決できないソフト面があり，どち

らかが欠けても良いまちづくりはできません。 

このまちづくりビジョンは私たちの５年後，１０年後の将来像を描き，その実

現を目指し，八次地区連合自治会内で暮らす全ての人と協同して取り組んでいく

ことを目的に策定するものです。 

 

【八次地区連合自治会とは】 

八次地区連合自治会は次の単位自治会および常会で構成する連合体です。 

南畑敷町 

 

麻原自治会 

麻原東自治会 

掛原自治会 

南大下自治会 

堂山自治会 

山手上自治会 

その他加入常会 

畠敷町 

下畠敷自治会 

その他加入常会 

上畠敷町内会 

その他加入常会 

王陽台自治会 

四拾貫町 

四拾貫町内会 

四拾貫生協団地自治会 

塩迫団地自治会 

大迫団地自治会 

下山団地自治会 

その他加入常会 

後山町 後山町内会 

各自治会は常会が構成し，常会は各家庭が会員となり構成しています。 

八次地区連合自治会は，地域に住む全ての住民により構成されているのです。 
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【ビジョンの計画期間】  

本ビジョンは、概ね２０１６年度に策定し，計画期間を２０１７年度から２０

２６年度末までの10箇年とします。 
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Ⅱ．地域の状況 

【人口の変遷】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八次地区全体の人口は，平成 16 年から 28 年までの 1２年間で２６２人増加

し，同様に世帯数も465世帯増加しています。 

 一方，65歳未満の人口の減少と65歳以上の人口増加がみられ，高齢化率も平

成 23 年度から急激に上昇しています。この現象は，戦後のベビーブーム世代の

方が，一斉に 65 歳を迎えたことによるものと思われます。ことに，軌をいつに

して誕生した新興団地ではこの傾向が顕著です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 南畑敷町の人口については，この１２年間ほぼ横ばいの状況で推移しています。 

 高齢化率については乱高下していますが，これは八次地区全体でみると，特別

養護老人ホームや有料老人ホームが南畑敷町へ集中していることが要因ではない

かと思われます。 

出所：市人口集計表 

人口の変遷【八次地区全体】

年度 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28
総人口 9,034 9,005 9,061 9,120 9,102 9,204 9,188 9,254 9,192 9,174 9,169 9,226 9,296
65歳未満 7,543 7,482 7,495 7,499 7,449 7,519 7,479 7,527 7,384 7,278 7,214 7,182 7,206
65歳以上 1,491 1,523 1,566 1,621 1,653 1,685 1,709 1,727 1,808 1,896 1,955 2,044 2,090
総世帯数 3,470 3,512 3,552 3,675 3,687 3,756 3,758 3,788 3,773 3,781 3,823 3,894 3,935
高齢化率 16.5% 16.9% 17.3% 17.8% 18.2% 18.3% 18.6% 18.7% 19.7% 20.7% 21.3% 22.2% 22.5%
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出所：市人口集計表 

人口の変遷【南畑敷町】

年度 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28
人口 2,502 2,455 2,420 2,433 2,443 2,447 2,444 2,479 2,487 2,420 2,389 2,452 2,469
65歳未満 1,920 1,857 1,813 1,814 1,815 1,825 1,805 1,841 1,852 1,772 1,739 1,797 1,818
65歳以上 582 598 607 619 628 622 639 638 635 648 650 655 651
世帯数 1,068 1,056 1,049 1,099 1,097 1,102 1,109 1,133 1,126 1,090 1,082 1,135 1,136
高齢化率 23.3% 24.4% 25.1% 25.4% 25.7% 25.4% 26.1% 25.7% 25.5% 26.8% 27.2% 26.7% 26.4%
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 畠敷町の人口，世帯数は，増加傾向にあります。 

教育，保育，買い物など利便性に加え，平成２５年３月に中国横断自動車道尾

道松江線（尾道道・松江道）の三次東インターチェンジが供用開始されたことな

どが作用し，住宅建築の増加とともに世帯数，人口ともに増加しています。 

 人口は増えていますが，６５歳未満の人口は１２年前と変わらず，反対に６５

歳以上人口は増えつつあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 四拾貫町については，人口，世帯数ともに，ほぼ横ばいの状況です。 

高齢化率も平成２３年を境に上昇傾向にあり，平成２８年では，３人に１人の方

が６５歳以上となっています。 

 

 

 

出所：市人口集計表 

人口の変遷【畠敷町】

年度 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28
人口 5,070 5,105 5,213 5,276 5,260 5,355 5,338 5,368 5,316 5,371 5,441 5,417 5,466
65歳未満 4,474 4,494 4,579 4,614 4,578 4,641 4,621 4,640 4,528 4,537 4,551 4,467 4,474
65歳以上 596 611 634 662 682 714 717 728 788 834 890 950 992
世帯数 1,865 1,917 1,956 2,032 2,041 2,092 2,095 2,091 2,084 2,130 2,181 2,198 2,234
高齢化率 11.8% 12.0% 12.2% 12.5% 13.0% 13.3% 13.4% 13.6% 14.8% 15.5% 16.4% 17.5% 18.1%
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出所：市人口集計表 

人口の変遷【四拾貫町】

年度 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28
人口 1,383 1,371 1,356 1,336 1,321 1,324 1,331 1,333 1,314 1,310 1,270 1,292 1,298
65歳未満 1,114 1,096 1,069 1,036 1,017 1,011 1,014 1,008 971 938 893 890 888
65歳以上 269 275 287 300 304 313 317 325 343 372 377 402 410
世帯数 501 504 512 508 511 525 519 528 527 525 527 530 534
高齢化率 19.5% 20.1% 21.2% 22.5% 23.0% 23.6% 23.8% 24.4% 26.1% 28.4% 29.7% 31.1% 31.6%
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 後山町においては，平成１６年から既に高齢化率５０％を超えていました。そ

の後，平成２１年から急激に上昇しています。 

 一方、人口も、平成１６年は７９人から，平成２８年には約２０％にあたる１

６人が減少し６３人となっております。 

 ２０％という数字が大きいように思えますが，後山町だけに限りません。 

平成２５年３月に国立社会保障・人口問題研究所が公表した「日本の地域別将

来推計人口」においても，２０４０年の人口は全国の約７割の自治体で２０１０

年の人口に比べ，２割以上が減少すると推計されており，私たちが暮らす三次市

では実に２８．８％の人口が減少すると推計されています。 

 

【地域の特色と課題】 

 八次地区は，南畑敷町，畠敷町，四拾貫町，後山町からなる市街地エリアです。 

合併以降三次市内全体を見ると，酒屋地区と並び人口が増え続けています。市

内外からの人口異動が続いている特徴ある地区ですが，４町それぞれの特色から

八次地区の現状を見てみましょう。 

① 南畑敷町 

 町の中心を東西に通るバイパスは，市外と市内を繋ぐ主要道路です。バイパス

沿いには飲食店や大型チェーン店が立ち並ぶ通りです。市を超えて集客能力の高

い地区です。 

一方で町の住宅が集中する大規模な団地の生協団地は高齢化が進み，独居状態

の高齢者が増えていくことが想定されます。また，畠敷町と同様に大雨時の洪水

や内水氾濫等が懸念される地区です。 

② 畠敷町 

  とりわけ人口が増えている地区です。以前からの住居者に加え，新しい団地

の開発，新築等により生産年齢人口が増えています。尾道松江自動車道の開通，

出所：市人口集計表 

人口の変遷【後山町】

年度 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28
人口 79 74 72 75 78 78 75 74 75 73 69 65 63
65歳未満 35 35 34 35 39 42 39 38 33 31 31 28 26
65歳以上 44 39 38 40 39 36 36 36 42 42 38 37 37
世帯数 36 35 35 36 38 37 35 36 36 36 33 31 31
高齢化率 55.7% 52.7% 52.8% 53.3% 50.0% 46.2% 48.0% 48.6% 56.0% 57.5% 55.1% 56.9% 58.7%
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三次東ジャンクションの開設により，レジャー等の利便性は向上しましたが，

県道和知三次線の通勤車両，貨物トラック等の運搬車両等の交通量が増加し，

通学などに対する危険性や環境面の悪化が懸念されます。 

一方で歴史的な資源も眠っています。大昔の古墳群や三吉氏城跡，県・市の指

定重要文化財のある，熊野神社，岩屋寺，足利尊氏が建立したと伝えられる仁王

門，岩山の中腹にある鎮守白山大権現等多くの遺跡史跡のある歴史の深いまちで

もあります。 

 また，洪水や内水氾濫等や土砂災害が懸念される地区でもあります。 

③ 四拾貫町 

  新たに建設された尾道・松江道の三次東インターが開設された，三次の東の

入口です。畠敷町，南畑敷町に比較して農地の多い地区ですが，農地転用後に

宅地になり人口増加に繋がっています。 

一方で高齢化も進んでいるため耕作放棄地も多くなってきています。 

④ 後山町 

  地区のほとんどを山林，農地が占め，４町の中では高齢化率が５０％を超え

る地域です。 

やまなみ街道の整備に伴い，町内の市道も拡幅等改修が進み道路環境はかなり

向上しました。 

一方で，今後さらに高齢化率が高くなることが想定されますし，耕作放棄地が

増える可能性もあります。また，高齢者の交通弱者の増加も懸念されます。 

 

【防災意識の希薄化】 

地区の南側には，延長 39km，1 級河川「馬洗川」が吉備(きび)高原西部の世

羅台地に源を発し，北西流して上下川・美波羅川と合流し，本地区を経て西城川・

江の川に合流しています。 

馬洗川上流の上下川に，平成１９年３月灰塚ダムが竣工しました。これまで大

雨時には甚大な被害をもたらしていた馬洗川も灰塚ダムの洪水調整機能により，

被害が減少し安心して暮らすことができています。 

一方，これまで洪水の経験がない住民は，大雨にもかかわらず「安心・安全」

ということが「当たり前」になっており，危機意識の希薄化につながっているの

も事実です。 

八次地区には，自然災害などの有事に住民へ周知する術がなく，サイレンもあ

りません。日ごろから，自宅周辺にどのような危険があるのか防災ハザードマッ

プでよく確かめて，避難場所までの経路，非常食など災害時に備えることが重要

です。また，非常時に備えて三次ケーブルビジョンの音声告知放送設備を導入す

るなど個人で対応することも重要です。 

さらに，日ごろからお隣さんとコミュニケーションをとり，有事には助け合え

る状況を構築しなくてはなりません。 
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【児童数の推移】 

 八次小学校は昭和29年4月三次市制発足と同時に三次市立八次小学校となり， 

地域の変遷ととともに児童数も増加してまいりました。 

 昭和 44年度には全校児童227人 8学級であったものが，年々増加し平成10

年度には748人２４学級までに増加しました。 

 平成 10年度をピークに児童数は減少しており，平成28年度には509人 20

学級となっています。 

 一方，放課後児童クラブ利用者は，年々利用者が増加傾向にあります。 

八次地区では平成16年から28年までの1２年間で，２６２人，465世帯が

増加しています。放課後児童クラブの利用者数が年々増加しているのは，核家族

世帯の増加と夫婦共働きにより，学童保育のニーズが高まったものと思われます。 

今も，南畑敷町や畠敷町では，戸建住宅が新築されており，今後も学童保育の

ニーズは，ますます高まってくることが予想されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 H10年 H11年 H12年 H13年 H14年 H15年 H16年 H17年 H18年 H19年 H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年

八次小学校児童数 748 722 723 716 713 705 665 638 629 614 593 572 556 529 502 512 511 509 506

八次地区放課後児童
クラブ定員

105 105 105 105 105 110 125 125 135 135 170

八次地区放課後児童
クラブ利用者数

100 115 115 112 115 118 116 109 112 134 156

児童数に占める
利用数の割合

16% 18% 19% 19% 20% 21% 22% 22% 22% 26% 31%

八次小学校児童数と放課後児童クラブ利用者数調べ

（出所：児童数　八次小学校ＨＰ，放課後児童クラブ　市ＨＰ）
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Ⅲ．前回のビジョンの検証 

担当部会により事業計画の検証を行い，課題を抽出しました。 

～基本的事業～ 

１ 文化教育の見直し 

⑴ 遺跡・史跡の掘り起しについて（地域の子どもを中心とした調査活動） 

  ① 新規に掘り起こす場合の目標設定をどうするか 

  ② 掘り起し，ルート作成の場合，地主及び行政との同意が得られるか 

⑵ 住民と自治組織協力による活動について（馬洗川まつり，敬老会等） 

  ① 単位自治会・常会との結びつきを強くする方法は 

  ② 諸活動への参加者が少ない 

  ③ 敬老会は，会場の変更で送迎の流れが改善され，参加者増の傾向である 

⑶ 地域住民の親睦・連携について 

  ① 自治会事業への常会の参加が少ない 

  ② 当初計画していた事業を一本化した（体育・レク） 

  ③ 参加者が参加しやすい事業の開拓が必要（体育・レク） 

  ④ 自治会役員と地域会員との親睦が十分な部会もある 

  ⑤ 地域の児童・生徒との交流づくりは達成された 

⑷ 地域の将来像と計画の策定 

  ① 高齢化率の増加に対する具体的な取組の必要性 

  ② 現在，単位自治会の結成は小康状態である 

  ③ 地域常会及び住民との会合の場をもち，意思統一を図る必要がある 

  ④ 若い年代の参加がない。若い人が活動できる場を設ける 

⑸ 福祉活動の促進 

  ① 行事開催の周知不足 

  ② 民生・児童委員，児童との協力事業は成果をあげている 

⑹ 他地域との交流 

  ① 他自治会との交流，イベントへの自治会としての参加が無かった 

  ② 特に北部旧３村（現 布野町・君田町・作木町）のようなイベント等の交

流の場がない 

⑺ 生涯学習及び人材育成 

  ① 役員への青年，壮年層からの活動参加が少ない 

  ② 講座等の開催は，現状の部屋数等からは限界と思われる 

⑻ 行政，各種団体との協働連携 

  ① 行政との連携は十分行われていると思う 

  ② 各種団体（上部団体）への参加はあるが，役員間での情報共有が少ない 

⑼ 歴史，文化，産業の紹介 

  ① 歴史に関してはほぼ達成。文化の発掘をすべき 
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  ② 地域の魅力づくり（なんでも情報誌の発行） 

  ③ 編集が問題となるのでは 

２ 環境の整備 

 ⑴ 下水道の整備で清流河川（ホタルの舞う親水公園に！） 

  ① 候補場所の選定が必要 

  ② 下水道整備後に本格化 

 ⑵ ジョギングコースの設置（ふれあい・憩いの場づくり） 

  ① 現在ジョギングコースが一部整備されているが，未整備の南畑敷側の河

川敷の整備が急務 

  ② 熊野橋に歩道をつけて一周できるようにする 

 ⑶ 歴史ロマン街道整備（遺跡・史跡めぐりで健康づくり） 

  ① 岩屋寺～比叡尾山～熊野神社への歩道整備 

  ② 地域環境の整備 

   ア 現在有志及び一部ボランティアだけが行っている 

   イ 自治会が行っている事業はある程度達成している 

   ウ 河川敷のさらなる整備が必要 

３ 福祉の充実 

⑴  高齢者への支援活動（女性部会による高齢者支援活動） 
  ・小地域サロン活動で，高齢者との交流は成果をあげている 

⑵  女性サロン活動の充実 
  ・ 八次ふれあい福祉まつりは成果をあげている 

 ⑶ その他福祉活動 

  ① 高齢者福祉施設支援活動（水明園奉仕作業） 

  ② 活動は成果をあげているが，参加者が固定化している 

  ③ さらなる会員の加入拡大と活動参加者の増大 

  ④ 八次スポーツ少年団への活動助成 

  ⑤ 現在行っている活動助成を今後も継続したい 

  ⑥ 地域住民の理解・協力を得る方法の模索 

  ⑦ 八次スポーツ少年団の自治会活動への参加分野の開拓 

～発展的事業～ 

 どの事業も発展的事業（攻めの事業）部分は実施されていない。 

 新八次地域まちづくりビジョンにおいて作成された事業に基づいて，各年度の

事業計画を立案すべきと思う。 
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Ⅳ．計画の骨子 

どの高台からも「三次盆地」が一望できます。その中心部を蛇行して「馬洗川」

が悠久な歴史を刻みつつ流れています。この盆地の一角に位置する「やつぎ」は

川を挟んで発展してきました。 

 

川に親しむ 

 当地区は上流部から「新鳥居橋」，大正9年架橋された「旧鳥居橋」，渡し船か

ら吊り橋と変遷し今日に至る「熊野橋」。さらには中国横断道が整備され，「尾道・

松江道」の三次東 ICから市内への幹線として「願橋」が地域外ですが架けられま

した。 

第 1次の「夢みつめ隊」で夢みた「親水公園・すい・すい広場」。そして，河川

に沿って歩く遊歩道が整備・完成し，加えて堤防道路脇にトイレと東屋が設置さ

れました。 

これらの施設を利用して朝に夕に多くの人たちが行きかいます。さらに広場を

離発着に熊野橋までウォーキングコースを往復する人で賑わいます。夏には「馬

洗川まつり」の会場として，住民こぞって楽しんでおります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①願橋が完成した今，従来の右岸ウォーキングコースを延長して，この橋を渡り

南畑敷側をさかのぼり，「旧鳥居橋」を経て再び「広場」に至る，約6キロの周回

できる遊歩道へと延伸する整備が第２次では待たれます。その途中で，対岸に渡

る飛び石や，沈下橋が設けられたら遊び心が踊ります。 

また，広場の「ワンド」から，県下でも稀有な多くの渡り鳥が飛来する中州に

渡り，探鳥や水生生物の観察など，豊富な自然を身近に味わえる遊歩道の開削や，

対岸へ飛び石か沈下橋で渡りながら四季折々の変化が満喫できる「親水公園のさ

らなる拡張」がなされると，水辺で遊ぶ子どもたち，健康増進・維持をめざして

ウォーキングに励む人と，さまざまな人たちの憩いの場として多くの活用が見込

まれます。 
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②さらには，馬洗川の流れを堰止める八次井堰から来源橋の間の約600メート

ルは流れが止まり，ボートやカヌーを浮かべる格好な場所と思われます。古くは，

ひと，ものが廻船によって行き交った水運の風情を，形を変えて特に若者の交流

や家族連れで賑う船遊びの地としての再生が地域のイメージアップにもつながり

ます。 
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歴史と文化が息吹く花の里山づくり 

 「行基上人」が修行の聖地と見いだされたと伝わる「岩屋寺」。峰を挟み，鎌倉

時代から「一所懸命」に築城がはじまった「比叡尾山城」，そして追手道として熊

野神社にいたる古道。全山に城郭の痕跡が残る山中にあって，山頂の城址一帯に，

2015年から「三次市の花の里づくり推進事業」に呼応して，桜と紅葉の植樹を

はじめました。山桜の多い山ですが，愛と情熱を持って広大な城域で植樹を継続

し，保守につとめ，どこから眺めても春は桜を，秋は紅葉を楽しめる自慢の里山

づくりをめざします。さらに，この城址を題材にして，子どもたちに「甦れ中世

の城」の創作劇を企画し，語り継ぎ，郷土愛の涵養を図ります。 
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 また，岩屋寺へは，表参道を徒歩で，また，林道を利用して車で辿ることがで

きます。それぞれ利点がありますが，車道，歩道のいずれも保守・管理を欠かす

ことができません。 

 特に歩道は，草刈りなどの手入れを疎かにしておくと，直ぐに歩くことができ

なくなります。文化資源を保守する上でも歩道の整備は計画的に行わなければな

りません。 
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自然災害に備える 

 川が流れ，山がそびえる環境は，造山活動のなせる形状です。近年，地球温暖

化が説かれ気候変動が顕著な状況で，豪雨による山崩れや増水で内水が排出され

ず，住宅地に浸水する災害はどこに住んでいても危惧されます。 

危険個所の改修や増水対策などはもとより，八次地域版防災ハザードマップの

作成や自主防災組織の機能化による災害発生時の緊急対応を構築し，備えること

は急務ですが，何より，日々の隣り近所の「声かけ」を基に，非常時における緊

急避難の経路なども話し合い，実際に歩いて確認を繰り返えす「常時活動」が必

要です。人と人をむすぶ糸が絆となり，地域力を培い，「安心，安全」なまちづく

りへとつながります。 
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交通網と道路等の整備 

市内に点在する公共施設や商業施設などの利用に，円熟した社会にあっては，

高齢者や子どもたちは公共交通機関の確保が必要です。これは，前掲の人口推移

で示すごとく，可及的速やかなる対応が迫られています。 

まず，①「願橋」の架橋を機会に，この橋を中心にして畠敷側から十日市地区，

三次地区を経由し，この願橋を再び渡り，南畑敷から四拾貫，畠敷に至る八の字

形に内回り，外周りと循環する「市民バス」的な運行が，都市機能の円滑な利用

に欠かせません。 
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ありま
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らに，②幹

また，幹線

ます。離合

を施して，

務です。 

さらに，後

ることで，

格段に利

幹線の増加す
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合個所の確保

公共下水道

後山地区から

冬場の難路

利便性が向上

する交通量

ると細い道と

保と拡幅を
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路の解消を

上すること
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の整備
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出来上
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農産物の振興 

「農業」は時の経済に左右されてはならない基幹産業です。どの時代にも「食」

は必要不可欠です。当地域の農産物の生産，後継者の育成はもとより，耕作農地

の確保は環境保全の視点からも重要です。 

「地域の特産物」生産に，幼児や児童，住民の農業体験や食育など多面的展開

を模索しながら基幹産業の育成，振興を図っていきます。 

 

 

 

 

子どもたちの夢 

グローバル化する世の中にあって，「やつぎ」で育つ幼少期の日々が，ひときわ

輝き，未来をつむぐ「子どもたち」の夢の実現へ歩を進めるためにも，ここに八次

中学校１年生の総合的学習の授業における，住みよいまちづくりの「提案・グッ

トタウン三次」の一考察を掲げます。 

 

この学習は，ふるさと「みよし」の歴史や自然文化などについて，自分たちで

課題を発見し，主体的な学習活動を通して課題解決に取り組むことで思考力・判

断力・表現力を高めることを目的に行なわれました。 

 

★ 過去・現在・みらい 

古くから，三次を含めた中国山地の暮らしを支えた三つの黒がありました。 

 まず一つ目は「黒鉄（くろがね）」です。 

中国山地では６～７世紀頃から日本最大の製鉄地帯でした。鉄は主に鍬（くわ）

や斧（おの），刃物などに使われていました。これらの道具に使われていた鉄は今

の製鉄とはちがい「たたら製鉄」というものです。中国山地では江戸時代，日本

の製鉄の７割を生産していました。 

二つ目の黒は「木炭」です。 
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木炭は砂鉄を溶かす燃料や家庭での燃料と

して使われていました。中国山地で盛んだった

「たたら製鉄」と関連して木炭は当時の人たち

にとってとても大切な資源でした。 

三つ目の黒は「和牛」です。 

 中国山地沿いでは昔から農業が盛んでし

た。昔の農業では，牛や馬を使った方法が中心

でした。そこで，この地域では和牛を使って農

業を行っていました。また，山地からいろんな物資を運ぶためにも和牛はとても

便利でした。 

 以上の三つの黒が中国山地の暮らしを支えていました。昔の三次では盛んな産

業であり，そのため，たくさんの人が三次に住んでおり，とても活発な土地でし

た。 

 しかし，黒鉄（くろがね）は，明治時代になり，鉄の原料が鉄鉱石になりまし

た。特に，２０世紀に入り，日本でも産業革命が起こり，世界各地からたくさん

の鉄鉱石が輸入され，「たたら製鉄」は衰退していきました。 

 また，鉄鉱石の輸入とほぼ同じ時期に石炭がエネルギー資源として使われるよ

うになりました。また，１９６０年代にはエネルギー革命が起こり，木炭や石炭

から石油が重要なエネルギー資源となり，木炭が重要なエネルギー資源ではなく

なりました。 

 さらに，農業では日本全体で農家が少なくなってきています。そして，農業の

方法もトラクターや稲刈り機など機械を使って田んぼを耕し，収穫することによ

って和牛の実用性がなくなってきました。 

 以上のことから，中国山地の暮らしを支えていた三つの黒が必要なくなってき

たため，三次市を含め中国山地沿いでは仕事が少なくなってきました。 

 その結果，若い人が中国山地沿いから都会に出ていく人が増え，過疎化が進行

し町の機能が失われようとしています。 

今，何とか少子高齢化と過疎化をストップさせることが大きな課題です。では

自分たちのふるさとを活性化させるために私たちはどうするのか考えました。 

★ まず，ＵターンやＩターンの人たちを増やすことです。そのために，彼ら

が生活できる住宅地をつくることです。 

 ★ 次に，三次の素晴らしい歴史的なことと関連した仕事を生み出し，都会の

人々が三次で働きたいと思える仕事を増やすことです。 

 ★ さらに，三次に企業を呼ぶことです。三次は中国自動車道とやまなみ街道

が交差する場所であり，中国地方の真ん中に位置します。この場所を利用して東

西南北どこに行くにしても便利であるため，工業団地を中心にたくさんの企業を
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呼べば，働く場所もあり，若者が地元で働くこ

とができ，人口減少の歯止めになると考えまし

た。 

 ★ そして，三次や中国山地の伝統的な産業

を体験できるようなイベントを開催し，また，

それを全国各地に出向いたり，インターネット

で発信していけばいいと思います。今でも三次

のＰＲはよくおこなわれていますが，三次にし

かないものをもっともっとＰＲすればいいのではと考えました。 

 私たちは三次に生まれ、三次のことをよく知っていたつもりでしたが，実際に

見聞きし初めて耳にした話ばかりでした。 

 私たちは若者代表としてこれから三次をもっと活気のある町にするために自分

たちでアイデアを考え，どんどん提案していきたいと思いました。 

★ 提案の一つとして「古民家を改造してゲストハウスを造る」，題して「オシ

ャレな古民家イン三次」という案です。 

宿泊できるのはもちろん，定期的にいろんなイベントを開催することもできま

す。ゲストハウスの外見は和風，内見は洋風で快適な空間をイメージしています。 

内装は，昼はカフェで夜はバーを併設し，宿泊客以外にもお客さんが訪れるよ

うな工夫もします。また，大人数でバーベキューが出来る大きな庭を作り，宿泊

客同士が交流できる場所を設置したいと考えています。 

ゲストハウスで行うイベントは，地産地消の意味もこめて，三次の食材を使っ

て料理教室の開催や，婚活イベントや結婚式の二次会などのイベントなどを想定

しています。 

この企画を実行することで，三次に興味を持ってくれる観光客や宿泊客が増え，

若者の観光客も多く訪れます。また，三次の野菜や果物を使った料理でもてなす

ことによって地産地消も増えます。 

私たちは八次地域や三次市全体に視点をあて，１，三次の食 ２，観光 ３，

福祉 ４，八次の農業 ５，歴史振興という５分野を選び，この中からそれぞれ

の課題を設定してみました， 

今後この課題発見と解決への学習を深めるために，まずは地域の行事やボラン

ティアなどの活動へ私たち自身が積極的に参加し，地域の方との交流を深めるこ

と地域交流で様々な職業の方，地域の方から学んだことを今後の自分たちの進路

選択に生かしていくことが必要だと考えます。 

２年生になったら職場体験学習があります。１年生で学んだことを，職場体験

での活動にも生かして，必ず充実した職場体験学習にしたいと思います。 
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学習を振返えって 

・ 地域の方に聞き取りをすることで，新しい発見があった。 

・ 自分たちが住んでいる所の現状・課題がよく分かった。 

・ 地元のみなさんのおかげで明るい三次市になっていることが分かった。 

・ 自分たちの行動が三次の活性化につながると分かった。 
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Ⅴ．具体的な計画 

事業計画 

 八次地区連合自治会は，昔から農林業を営みながら暮らしてこられた方，八次

周辺から移住されてこられた方など様々な住人によって構成されています。 

 住民同士のコニュミティが十分ではなく，自治会加入率にもバラつきがありま

す。 

 私たちは，ここに住む全ての住人と共にまちづくりを進めていくため，自治会

への加入や地域活動への参加を促しながら，次の事業を展開していきます。 

 

区 分 基本的事業 発展的事業 

川に親しむ 

 

・一斉河川清掃及びクリーン作戦

・河川敷草刈整備作業 

・やつぎ馬洗川まつりの開催 

・ウォーキングコースの整備 

・船遊びの地つくり 

・水辺の楽校の活用 

歴史と文化が息

吹く花の里山づ

くり 

 

・登山道・山桜の維持管理 

・歴史的古道の保守 

・遊歩道の管理 

・桜と紅葉の植樹 

・登山道の改修 

・「甦れ中世の城」の創作劇の作成

・定期的な草刈 

自然災害に備え

る 

 

 

・小地域支援活動 

・地域版ハザードマップの作成 

・危険個所の改修や増水対策 

・災害発生時の体制の構築 

・合同防災訓練の実施 

住環境整備 

（交通網と道路

等の整備） 

 

・交通防犯活動 

・グラウンド草刈整備作業 

・不法投棄ゴミの見回りおよび回

収作業 

・公共施設のトイレ清掃 

・循環型の市民バスの運行 

・狭小道路の拡幅工事の実施 

農産物の振興 

子どもたちの夢 

 

・耕作農地の確保 

・農業を通じた食育の実施 

・後継者の育成 

・地域の特産物つくり 

・農業体験の実施 

・PRイベントの開催 

福祉の充実 

 

・寝たきり老人訪問活動 

・福祉支援活動 

・常時の声かけ活動 

・敬老会の開催 

・ふれあい福祉まつりの開催 

・在宅介護訪問活動 

・交通弱者の意識調査と対策 
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組織活動 ・青少年健全育成の見守り巡回 

・小中学校花壇整備 

・児童，生徒見守り活動 

・連合自治会未加入者への加入促

進 

・単位自治会での活動促進 

・スポーツ教育の育成 

・児童，子育て支援部会交流 

・街頭共同募金 

・児童生徒との交流の場づくり 

・小地域の運動会 

・他地域自治振興部との交流 

・他地域のイベントへの参画 

 

なお，このビジョンに基づいて諸活動がなされ，年度末に検証しながら，長期

展望を必要に応じ見直していきます。 

 

 

 

ビジョンの事業に主として担当する部会 

これは大まかなくくりで，一部会が専念するものではありません。相互で補完

しながら円滑な事業の推進を図ります。また，事業内容も限定するものではあり

ません。必要に応じ発生した課題に取り組むことがのぞまれます。 

 

文化振興部会 

ビジョンの事業 内   容 

歴史と文化が息吹く花の里山づくり 

 

・桜と紅葉の植樹と手入れ 

・登山道の保守と維持 

郷土の歴史の伝承 ・「甦れ中世の城」の創作劇の企画 

・その他関連する事業の企画 

 

総務企画部会 

ビジョンの事業 内   容 

防災ハザードマップの展開 ・危険個所の確認と対策を行政と連携 

・緊急避難先の設定と避難路の策定 

・避難訓練     

他の部に該当しない事項 ・他地域自治組織との研修、交流 

 

環境保全部会 

ビジョンの事業 内   容 

環境美化 ・ゴミの不法投棄撲滅の対応 

・環境保全 
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住民の健全な生活環境づくり ・住、食、環境の健全対策 

・住環境の改善 

・その他関連する事業の企画 

 

体育・レクリエーション部会 

ビジョンの事業 内   容 

ウォーキングゴースの活用 各コースの策定と運用 

地区住民の親善各種スポーツ大会 ・多様なスポーツの研修と展開 

・運動による健康維持の方策 

 ・その他関連する事業の企画 

 

交通安全・防犯推進部会 

ビジョンの事業 内   容 

交通・安全対策 ・児童、生徒の通学路の危険個所の点検

と対策 

・隘路個所の対策 

 

交通防犯・安全啓発活動 ・登下校時の見守り体制 

・その他関連する事業の企画 

 

青少年育成部会 

ビジョンの事業 内   容 

子どもたちの健全育成 ・郷土愛の涵養を図る 

・体験学習の醸成 

・水辺の楽校の活用 

・学校と地域の関わりを図る 

 ・その他関連する事業の企画 

 

女性部会 

ビジョンの事業 内   容 

サロン活動の充実 ・健康寿命への意識改革を図る 

・小地域でのサロン活動の充実 

 

学校および子育て家庭の支援の充実 ・交流の展開 

・その他関連する事業の企画 
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社会福祉部会 

ビジョンの事業 内   容 

社会福祉の充実 ・成熟した地域社会のあり方 

・介護制度の変化に伴う地域での支援 

 ・その他関連する事業の企画 

 

 

 

推進体制 

まちづくりビジョン推進会議を設置し，事業の推進にあたります。 

構成団体については，計画の推進に賛同する有志，グループの参加も可能と 

します。 

 

 

 

事業の推進と見直し 

多様な事業があり，実施可能なものから取り組んでいきます。また概ね５年 

単位で計画の見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年６月 策定 

まちづくりビジョン策定委員会／八次地区連合自治会 

〒728-0006   三次市畠敷町1722-1 

八次コミュニティセンター内 

電話番号：0824-63-7604（FAX兼用） 

E-mail：umatarou@p1.pionet.ne.jp 

 


